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六
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鰍

七
ハ
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一
八
毛

引
六
一
七
δ

八
ヌ
ー
八
笹

セ
ご
1
七
晃

八
風
瓢
一
八
九
工

霊
O
一
藍
八

黎
一
一
夫
ゴ

一
晃
闘
i
一
量
四

三
〇
颯
一
一
三
匿

八
三
一
九
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一
二
島
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繭
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杢
マ
ゐ
内
穴

究
七
一
δ
二
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δ
蓄
一
一
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9
毛
i
お
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二
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コ

ニ
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欝
學
研
究
　
第
　
二
　
胃
　
號

ア
ッ
ハ
の
意
憲
説

カ
ン
ト
と
シ
ュ
ラ
イ
エ
粒

マ
ッ
ヘ
ル
（
未
完
）

幕
督
教
修
道
院
の
宗
教
思
想

　
　
　
　
　
第
　
六
　
憲

意
識
の
程
度
に
就
て

歌
育
の
華
礎
擬
念
と
し
て
の
貞
我

古
榊
滋
に
於
け
る
甦
徳
慧
識
と

そ
の
獲
迩

前
行
の
親
野
騨
紛
の
後
行
の
親
黒

門
爺
に
及
ぼ
す
影
羅

喜
劇
と
宴
想
（
承
碗
未
完
）

認
識
主
灘
の
鴨
題
ρ
承
前
）

意
志
の
本
質

カ
ン
ト
と
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
贈
ッ
（
か

（
承
前
来
完
）

パ
ウ
痢
、
ナ
ト
ル
プ
「
ペ
ス
タ
ロ
。
チ

の
理
想
左
義
一
九
一
九
年
」
ル
譲
む

ナ
ン
氏
の
敬
育
競

諏
ン
ト
の
永
蓬
的
亭
主
論
の
孚
面

見
堂
期
に
於
け
る
精
二
一
蓮
の
俸
溝

現
象
に
就
い
て

　
大
脇
、
義
榊

　
勝
部
謙
造

　
豊
野
　
翼
澄

（
大
蕊
十
年
）

號
冠
　
　
　
　
頁

翼
1
1
三
壼
一
三
莞

蕩
1
2
一
鍾
舷
一
一
雲
物

騒
1
2
三
歪
一
ご
δ
剛
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⊥
菰

二
穴
f
塁

胴
八
一
交

炎
－
一
ズ

三
…
一
一
駐

ご「

O
一
災
九

緊
二
！
穴
＝

三
箇
！
一
骨
％

混
O
ー
ズ
穴

X
舷
主
究

δ
O
；
二
一
一
…

一
穴
《
；
鴬
O
穴

二
竃
i
壼
鴬

曇
嵐
一
｛
蓼
…

一　

嶋
齠
�
?

舎
理
性
欝
雰
三
二
性
の
閣
魎
た
通

じ
て
…
観
糞
ゐ
「
極
限
概
念
の
哲
墨
し

感
晴
の
内
容
と
意
志
の
内
容

歴
巫
的
閣
果
徐
の
問
題

プ
ラ
塾
一
の
美
墨
A
承
前
乗
完
）

飛
愈
約
数
育
學
の
概
念

救
濟
の
論
理

縫
榊
物
理
學
上
の
二
三
の
㈹
題

に
蕊
い
て

道
徳
の
特
質
に
就
て

絡
霊
の
醤
象

漢
審
藝
丈
志
の
歴
史
擬

二
割
と
坐
活

ハ
ウ
プ
｝
マ
ン
の
榊
秘
主
義

關
係
樹
象
に
就
い
て

患
惟
の
心
埋
學
的
研
究
に
就
い
て

餅
藤
仁
齋
の
数
育
致
果
論

シ
ー
ル
敦
の
懸
漁
及
び
現
在

理
念
と
し
て
の
淋
の
實
在
姓

眞
善
美
の
合
一
黙

教
育
學
の
論
縄

一
一
六

久篠深三篶　右’
松原田
眞助廉　 多　一
一市算清郎　郷
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塔杢杢諮杢雀難船葦室杏號
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興交俊義理無謙正毒一二
助倉乗一作極逡義藏丁寧～

二
二
幾
多
二

三
幸
三
郎

六
二
5

盗
5
盗
6
趨
7

姦
？

穴
四
7

穴
四
7

嚢
8
盗
8

識
8
，
甕
8
楽
9
炎
9

　
　
　
貫

琶
勲
一
憂
九

四
〇
〇
1
園
二
八

瞬
盃
i
瓢
薫

霞
究
－
穴
空

童
丁
憎
究

蟹
西
一
奨
西

澱
七
篇
一
斑
八
四

惣
莞
i
七
騒

鐵
阿
i
誕
八

瓢
兇
⊥
鍛
勲

一
＝
七
一
一
扇
二

釜
八
一
出
変

奄
一
一
鳳
益

雀
一
一
一
《
盟

穴
盗
一
き
穴

惣
Q
惣
一
七
毛

霊
八
…
盤
穴

毫
八
一
七
ム

七
発
一
八
O
八

八
晃
一
八
留
6

（
三
扁
一
八
九
八

八
究
…
九
充

九
髭
一
湘
豊

九
堂
…
発
ル



佛
寂
史
上
に
門
歯
ろ
縫
本
天
台

戒
律
の
意
義

倉
鍛
國
に
於
け
る
公
簿
科
敏
授

カ
ン
不
に
於
け
ソ
ろ
吻
軸
側
客
瀞
閏
性
の

問
題
（
未
完
）

勢
働
の
倫
理

シ
ェ
リ
ン
グ
に
於
け
る
庶
由
の
哲
墨

の
獲
展
（
未
完
）

丈
化
儂
償
禮
系
問
題

博
愛
主
義
と
利
己
生
義

ミ
　
　
　
レ
　
　
エ

宗
教
と
形
陽
湖
銀

　
（
フ
ィ
　
ヒ
テ
の
ノ
物
駅
敏
加
誓
照
解
の
ノ
礁
凹
卿
異
）

二
幅
閾
以
下
に
於
け
ろ
照
知
二
型

に
就
い
て

　
　
　
　
　
第
　
七

八
會
の
亀
域
的
解
放

ガ
ン
ト
の
學
瀦
翻
に
就
て

個
性
の
問
題

　
　
丈
化
綴
餓
騰
系
問
甑
（
承
前
）

　
　
カ
ン
峯
に
於
け
ろ
認
識
客
魏
性
の

　
　
問
題
（
承
荊
未
完
）

　
　
教
育
活
動
の
本
質
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究
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猷
二

念
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郎
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究
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穴
湘
⊥
弐
八

藤
弗
健
治
恥

世
良
　
簿
男

米
碍
庄
太
郎

盗
瀬
武
次
郎

三
田
　
毒
藏

久
保
　
蝋
画

岩
弾
勝
二
鄭

糞
9
炎
9
塔
0

塔
鱒

宅
－
o

穴
八
1
1

交
1
1

交
1
1

党
1
2

究
1
2

（
大
正
十
…
年
〉

　
嵩
田
　
保
馬
七
〇
－

　
潮
永
」
一
十
鄭
　
七
〇
1

　
三
木
　
　
清
　
き
1

蓮
森
　
霧

轟
翌
週
｛
難
四

　
勝
部
　
灘
澁
　
雲
2

δ
O
O
－
…
δ
…
気

δ
宅
1
δ
莞

δ
六
惣
1
お
八
隅

一〇

ﾕ
一
一
二
穴

コ
豊
－
一
丁
二

一
無
始
一
瓢
益

一
X
詳
一
三
ご
二

三
桝
O
！
三
聖
穴

ご
ズ
九
一
蕊
迩
晶

ご
論
階
－
憲
天
O

　
｝
ま
蝕

墨
晶
一
穴
六

六
七
一
お
七

δ
八
一
薫
〇

一一

V
－
愛
二

豊
（
…
四
騒

三
三
－
説
三

安
モ
ー
穴
藷

一
爵
i
毛
酬

シ
孟
ル
辱
ン
グ
に
於
け
ろ
窯
由
の

哲
學
の
獲
展
（
承
萌
）

象
子
の
膿
説

セ
リ
ォ
ユ
イ
の
睡
細
謹
理
學

精
　
紳
　
ヵ
　
攣

カ
ン
ト
哲
學
に
於
け
る
實
蹟
的

の
意
義

瀦
會
と
個
人

シ
議
タ
ム
ラ
ー
の
法
理
的
範
疇
論

に
つ
い
て

教
育
強
禍
の
磯
利
根
線
に
關
す
る

コ
ー
ン
氏
の
設

プ
ラ
事
一
の
美
學
（
添
前
朱
完
）

驚
二
二
聯
二
二
の
成
立
隼
代
と
其
教

灘
と
に
茄
て

エ
ル
ド
哩
ン
「
再
生
の
心
理
學
し
に

就
い
て

順
世
外
救
論

抽
象
豹
心
理
學
と
具
膿
約
心
礫
學
と

大
証
命
に
定
め
ら
れ
乳
ろ
大
學
寮

の
選
考
史
上
に
お
け
る
窓
昧

嚢
劇
と
妄
想
（
承
前
）

社
及
融
愈
考

貰
・
舅
｛
切
覧

濾
川
　
源
吾
．
七
二
3

銅
翫
　
　
勇
　
堂
3

横
崎
淺
太
郎
　
豊
3

叢
理
作
｛
心
置

酋
田
幾
多
郎
　
蓋
4

　
　
　
　
　
　
茜
5

大富漂が恒脇i残爾藤　　　　藤
手
島

野
上

高
橋

今
村

浦
用一

一
七

鵠
　文

愈
蕪

珍
籍

石
一
一
一
畳
彊

翼
蕊
一
四
八
九

量
瓢
f
羨
二

美
欝
…
　
×
八

二
八
九
1
｝
盤
八

茎
充
一
訟
巽

瓢
毒
i
翌
舶

美
胤
⊥
苑
蕊

発
O
f
菖
九

棄
皿
一
巽
八

究
七
－
肇
穴

四
翼
一
四
湯

さ
九
i
嶺
X

蚤
O
i
讐
瓢

猟一

O
i
嚢
O

嵐
丑
一
棄
O

繋
西
一
穴
西

七｝

ｵ
一
七
六
鵡

西
盤
一
九
究

お
七
率
i
コ
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風

穴
売
一
盗
二

穴
魯
丁
究
六

老
噸
一
八
O
田

八
O
灘
一
八
晃

空
八
…
畿
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哲
雛
研
究
第
ご
百
號

三
二
と
教
育

メ
ノ
ン
．
研
究

黒實
験
…
的
内
省
に
就
い
て

行
爲
的
主
可

美
　
　
と
　
　
下

総
叢
の
優
劣
ば
如
飼
に
し
て
可
能

な
う
か

ア
ッ
ハ
の
近
業
概
念
形
成
の
・
實
験
…
的

研
究

財
産
の
倫
理
的
牲
質

察
敏
的
規
範
意
識
に
關
ザ
ろ
考
察

艇
會
の
概
念

歴
史
に
於
け
る
普
遍
關
係

什
灘
法
華
血
肥
品
に
就
い
て

が
ル
ソ
ァ
ノ
ー
の
慮
嫁

新
猫
逸
の
激
徳
敏
育

惜
乎
バ
ツ
｝
教
授

パ
ウ
努
氏
の
心
理
學
現
口
論

鍛
有
糠
枳
と
閣
墨
律
の
問
題

　
（
こ
コ
ラ
イ
、
ハ
ル
ト
マ
ソ
）

　
　
本
怨
頁
附
一
｝
七
八
一
　
■

　
　
　
　
　
第
八
　
怒

　
　
　
　
　
　
號
月

大
西
　
友
太
　
老
s

菊
池
慧
一
蹄
　
老
8

黒
田
源
次
老
s

岩
井
勝
二
郎
七
八
9

酉
珊
幾
多
鄭
　
勲
八
9

西
瞬
幾
多
郎
実
9

継
田
　
壽
藏
　
完
1
0

大
脇
藝
｛
鑛
㎜

弊
籍
灘
醗
鞠

響
國
歎
顯

鶏
凱
懸
鍍

鍛
幾
編
舘

羅
勝
譲
M
漉

三
軒
　
琿
作
益
1
2

一
八
七
重
複

　
（
大
正
十
二
年
）

　
　
　
頁

（
二
〇
一
八
四
七

八
四
八
～
八
余

八
八
七
一
八
尊

き
一
；
九
石

夫
O
一
悪
瓢

究
六
一
δ
湯

δ
毛
一
δ
鉱
四

6
鑑
一
δ
七
八

＝
量
i
コ
識
量

…
δ
穴
一
篇
兄

ご
三
鴫
i
姦
免

ご
量
…
二
士

｝
蕉
穴
…
＝
実

＝
七
七
一
ご
八
七

｝　

ｵ
八
一
－
置
O
謡

一
δ
罵
一
三
〇
蓋

置
＝
一
一
三
六

ご
繭
O
一
叢
茜

「二

ﾖ
一
叢
早

撃
穴
O
…
一
一
三
八

規
　
　
　
　
範

男
女
典
學
に
つ
い
て

歴
史
の
意
義
に
捌
し
て
ギ
リ
シ
ア

思
想
と
（
プ
ラ
イ
思
想

常
識
酌
實
在
論
の
茶
礎
づ
け

敏
育
學
方
法
論

絡
叢
の
優
劣
ほ
如
侮
に
し
て
可
能

な
る
か
ハ
承
前
）

公
王
家
の
丈
化
階
段
設

法
　
と
　
戴
穂

メ
デ
ィ
グ
ス
の
道
徳
的
評
偲
ハ
の

二
．
原
理

四
駅
概
念
聴
許
じ
て
槻
六
ろ

「
形
二
上
學
の
翼
求
」

デ
カ
…
｝
哲
學
に
醐
す
る
二
三
の

考
察
児
童
精
紳
力
の
性
的
差
輿

認
識
論
よ
り
見
糞
ろ
粗
封
性
遡
論

　
（
カ
ッ
シ
ラ
ー
）

由
鹿
素
行
に
於
け
る
古
學
患
想
の

獲
蓮
」

醜
學
の
方
法
論
に
關
す
る
一
考
察

主
槻
的
讐
遍
に
就
て

物
理
學
の
基
礎

　
（
グ
ザ
宴
ソ
ー
3
・
ヒ
ル
ベ
ル
｝
）

一
一
入

西
　
普
一
郎

野
上
　
俊
央

波
多
轡
篇
一

小継伊久島田藤松
繭
爾
幾
多
鄭

世
良
　
毒
男

河
瀬
憲
次

靭
永
三
十
部

検
崎
冨
太
郎

濁
野
留
次
郎

三務久加
ニヒ慶松藤

　
　
　
號
月

　
　
　
八
二
工

　
　
　
全
玉

　
　
　
ハ
ニ
ー

眞
一
　
る
一
1

賛
｛
M
三

島
構
鵜
馬
讐

　
　
　
八
三
2

　
　
　
八
四
3

　
　
　
（
四
3

　
　
　
八
四
3

　
　
　
八
四
3

璽
凧
鴛

翼
一
　
盃
4

理
作
会
4

興
三
　
会
4

　
　
　
頁

　
一
i
石

一
八
一
ぎ

…
…
瓢
爺

翼
一
姦

盗
一
名

蒲
証
⊥
舞

八
騰
i
回
O
蕊

皿
湘
七
－
四
石

就
究
　
六
8

δ
叩
⊥
晃

薫
O
一
一
四
四

美
O
…
天
O

天
置
一
き
憩

き
八
…
一
三
八

一
三
湘
一
宍
三

二
六
四
一
二
登

二
造
1
㎜
　
ご
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訟
O
八
；
誓
輩

嘉
六
；
冨
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黛
毛
一
塁
二

妻
…
晶
一
莞
鳳
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道
　
徳
　
的
　
美

綜
合
的
統
・
　
に
つ
い
て

コ
ン
ト
の
鮭
會
連
帯
思
想

パ
ス
カ
ル
の
「
賭
」

「
宋
子
の
學
し

嶋灘

Y
種
智
院
に
つ
い
て

濫
徳
望
特
の
賓
現
方
法

カ
ン
ト
の
以
。
戸
琶
2
⇒
と
先
験
酌
良

由
と
に
就
て

佛
醗
と
蹴
謁
毘
羅

シ
ル
ラ
ー
が
美
學
上
の
功
績

灘
三
盛
正
義
に
就
い
て

（
正
義
の
本
質
）

ケ
ー
ベ
ル
搏
士
の
逝
種

無
　
　
我
　
　
論
（
未
完
）

砒
　
會
．
意
　
識

繭且

ﾚ
に
．
與
へ
も
れ
る
へ
の

子
育
概
念
の
甚
礎
づ
け

歴
史
的
と
守
衛
的
．

内
部
知
娩
と
其
封
象
に
就
て

油
墨
研
究
纏
霞
鎌

深
田
門
　
廉
恥
紳
鼻
　
　
八
六
　
5
　
　
四
…
八
一
凹
画
風

毫
塑
｛
赫
鶯
触
冠
目
畑
鰹

孟
帯
い
m
醐
庄
太
郎
　
　
八
六
　
・
ひ
　
　
瞬
皿
蔦
－
岡
舶
O

小
藤
太
市
郎
　
八
六
5
　
囲
盤
一
四
八
八

浦
斑
三
一
八
七
6
兜
瓢
i
習
勲

高
橋
　
俊
桑
　
八
七
6
　
葦
露
一
霞
O

西
　
普
一
郎
　
八
七
6
　
皿
鰹
一
鳳
七
四

木
村
　
素
衛
　
八
八
7
　
穴
9
一
糞
八

饗
蚕
讐
響
拙
論

奮
盤
｛
鍛
聖
號
口
藷
　

欝健

沂
ﾁ
響
黙

一
愈
無
気
　
罫

雛
賑
欝
…
謹

響
蛋
翫
煽
　
舞
楽
貌

カ
ン
ト
と
シ
ュ
ラ
イ
ェ
，
マ
ッ
　
へ

（
承
前
未
完
）

麟
由
の
可
能
に
就
て

シ
ル
ラ
ー
が
美
二
上
の
功
績

無
　
　
我
　
　
論
（
承
前
）

カ
ン
｝
単
眼
系
の
所
謂
鋏
脇
剛
問
題

嵩
ゐ
。
一
の
溢
】
蓄
。
困
ご
窪
。
ざ
臨
。
§
笛

O
o
韓
霧
〔
未
完
）

懸
数
思
想
の
特
色

個
盤
と
貞
由

内
部
知
難
に
つ
い
て

霞
穣
の
法
理
的
意
義

ダ
ン
テ
の
詩

　
（
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
〃
ロ
チ
ェ
）

交
化
教
育
撃
の
建
つ
る
ま
で
（
未
完
）

ヘ
ッ
バ
…
リ
ン
教
授
の
欝
と
氏
の
教

育
設
の
基
底
六
る
聯
の
論
讃
に
就
て

サ
ン
ド
ゲ
オ
彪
ス
キ
書

「
理
論
心
理
學
撮
嬰
」

公
算
論
の
藷
療
理

（
ツ
ヤ
ッ
ク
。
ア
ダ
マ
r
ル
）

　
　
　
　
　
第
九
　
憲

丈
化
敏
育
學
の
臨
る
ま
で
（
承
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
レ

戸「　大　 拶ひ　長累1、大堂莚

坂　脇　藤霞曙賀藤
　　縫　猷　　正字撃
潤　 一一 @ 夢年　二面利吉？lkL

盗　聖　f，v＿u窒｛聖聖

19．　12　IL，　12　ll　IX

（
大
正
十
三
年
）

長
田
　
薪
　
九
四
－

三
二
　
譲
造
　
詣
1

貰
糞
蕪
期

深
聞
　
三
遍
　
九
四
－

弓
丈
倉
｛
讐

挙
蹟
　
元
吉
　
畿
2

三
土
　
興
三
　
聖
2

赤
松
叢
｛
脳
欝

河
瀬
憲
次
奏
3

西
淫
逸
讃

＝
九

δ
釜
一
δ
鋳

コ
童
…
二
壷

ご
毫
一
二
老

＝
三
…
晶
一
三
「
｝
三

一　

T
鶯
一
三
四
八

三
男
－
三
葦

　
一
一
晃

　
二
〇
一
憂

　
喬
一
八
二

δ
詣
一
一
δ
ご

　
八
三
f
発

δ
臨
－
三
蕊

穴
天
一
蓋
内

三
購
一
一
究

ス
O
一
柔
黒

桑
九
！
天
六

鑑
幽
i
…
晶
当

一
天
趙
↓
δ
瓢

三
雲
ー
ゴ
棄
凶

奏
田
一
党
瓢

ご
豊
一
ご
瓢
O
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哲
學
研
究
　
第
　
二
　
百
　
號

ツ
ン
｝
の
讃
念
”
蓬
箒
思
想
ハ
承
玄
罰
）

人
格
盃
義
と
し
て
の
カ
ン
塾
倫
理

プ
レ
ン
タ
ノ
ー
の
鮪
…
融
月
灘
帽
象
の
分
仁
川

窺
魂
概
念
の
分
化
に
つ
い
て

ダ
ン
テ
と
卦
マ
ス
脅
ア
ク
ヰ
ナ
ス

舎
制
の
嗣
學
に
つ
い
て

カ
ン
｝
生
誕
二
今
年
記
念
曾
に

際
し
て

實
在
に
蕊
て

ペ
ス
タ
ロ
ッ
’
㍗
一
の
ゆ
示
嚇
鮎
々
育

宗
教
的
謝
致
と
し
て
の
歴
爽
的
人
格

カ
ン
ト
の
鐸
菌
瓢
醐

親
蝿
に
於
け
る
水
線
及
び
錘
線
の
域

立歴
史
と
懐
育

教
育
窺
的
と
し
て
の
債
傭
鰹
系

武
士
道
の
趨
源
及
び
鋳
質

　高　伊大家　m管小制覇高黒宇島藤　来
獲灘馨㍉離峯灘鷺難婁
　　典太臓　元吉流一郎乗利上遽郡　鄭がやふ　　　 　　ハいへ　　　　　　　　　　　　　 め　皇畠豊29最98898究究究炎炎炎炎炎紫究窒8砦癸號
玉2111098　ユ1S　7　　？　　S　76　 6　 6　 5　　5　　5　 5　 5　 d　 64　743封
＝：一＝＝0ソ白A；蜘需ヒ・一taブぐ　ノ、一胎浮鳳EIFS・yt　El・S．　皿　四凶濁ミ■ジξ三二噸瓢算
撚竃ニニニニ（＝）一一U二ニ　ノ、　篇三iノ、 ジく三rL三乙　Pt　　　　　　　　　　　ノ㌦協　　　　　　　　　　　　二ニプもプくr骸フ㍉八露1一＝　一AYtS　・一一一八e∩ソu二二　　　　　　ECt・Ell“．八　　　四メ9七七　　　　 凪目目ロー了↑↑回外1曙日口7予習1
事事毫釜毫饒室麩嚢華華勇華華章章華華茎i諺戴頁
　　プ曽OOiFi．

一
二
Q

具
轡
的
人
盤
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
チ
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堅
　
　
㌔

　
（
ホ
ー
ル
先
蛮
た
唱
ふ
）

雛
欝
に
於
け
ろ
毒
論
的
．
心
緩

微
　
召
影
動
鎗
癬
嚇
鎗
瘍
緩

フ
づ
ロ
ス
ト
ラ
｝
ス
の
「
構
想
力
」
　
深
田

塗
〆
麗
戦
齢
鵠
甑
慕
）
暮

カ
ン
ト
と
珊
へ
代
の
科
醸

　
　
　
　
　
第
　
十

月
作
様
育
の
問
題

物
理
的
窒
鶏
の
成
立
ま
で

　
（
カ
ン
ト
の
空
闘
論
）

噂
の
原
始
的
様
態
に
就
て

詩
的
想
操
力
と
盗
氣
（
デ
ィ

教
育
方
法
の
原
狸

　
　
　
號
懸
　
　
　
　
頁

俊
夫
一
9
S
八
七
…
一
丁
（
突

仁

rv一一

ao
10　9

o八。ソも
E「s．ノu

　　l

一一一一 xU
o二；

＝oノ㌧

鍬
典
δ
二
9
　
究
穴
一
δ
O
謡

艶
態
。
。
漏
妻
1
壽
赫

三
尉
。
。
翻
輩
D
萎
必

戸
叛
　
　
潤
δ
嵐
1
2
ご
「
三
九
i
謎
醤

（
大
正
十
四
年
）

〃
タ
イ
）

カ
ン
｝
に
於
け
る
雪
羨
§
伽
9
猛
。
・

φ
轟
g
切
㌶
乙
と
．
、
亀
三
〇
落
だ
2
分
ぞ

と
に
就
て

物
狸
的
空
閥
の
實
霞

形
　
態
　
蛙
　
論

　
（
フ
ォ
ン
、
エ
ー
レ
ン
フ
ェ
ル
ス
）

戸木伊耗務戸小阪村碍ξ坂盗坂1匹i

　素猷疋理　
：重

潤徽典顯作潤勇：
　　’一　A

尉
井
勝
二
郎

一
〇
穴
1

δ
穴
1

δ
穴
1

6
八
3

δ
六
1

6
彊
2

δ
八
3

6
舶
2

δ
七
2

δ
八
3

　
一
ま
瓢

一
翼
i
実

老
一
δ
｛
ハ

歯
O
一
認
六
臓

δ
七
一
ご
商
一

一
毛
一
一
讐

丑
一
…
薫
九

一
凶
亭
…
護
八

一
莞
一
δ
九

鼓
鳳
一
一
一
凸
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窺
代
に
於
け
る
数
謝
謝
の
幕
礎
付
け

フ
ィ
ヒ
テ
の
知
識
畢
に
醐
す
る
…
考

察薩
既
知
と
物
癬
膿
（
栄
兜
）

ミ
ケ
ラ
ン
セ
鐸

理
念
に
就
い
て
の
歴
史

的
と
罪
歴
史
的

歴
史
的
暗
帽
間
の
…
問
題
（
ツ
ン
メ
ッ
）

菅
家
慧
識
と
そ
の
和
魂
漢
オ
説

融
二
段
の
こ
兀
論
酌
方
針
と
モ
ナ
ド

論
的
方
針
（
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
鮭
會
學

方
針
に
欝
す
る
一
考
察
）

敏
育
哲
學
の
要
綱

過
渡
経
験
に
就
て

モ
ー
ア
の
宗
教
護
盈
論

悪
　
に
　
就
　
て

脱
衛
の
獲
蛮
に
關
す
る
問
題

古
代
支
那
人
鼠
舞
の
小
紳
、
特
に
「
麗

麗
し
に
就
い
て

印
度
の
装
ル
ロ
3
ン

　
　
　
　
　
　
暫
學
研
究
纏
灘
錐

鶉
バ
ー
｝
・
シ
ン
チ
ン
ゲ
か

　
　
　
　
岡
野
次
留
郎
灘

　
　
　
　
　
ご
0
5

　
　
　
　
　
コ
0
5

　
　
　
　
　
一
一
一
6

　
　
　
　
　
一
憲
7

高
坂
　
　
　
　
一
δ
5

　
　
　
　
　
一
二
6

二
巴
　
　
≡
訂

　
　
　
　
　
一
菟
1
0

淡
雪
郎
碧
玉

伊
藤
　
猷
典
一
二
6

大
脇
　
義
｝
】
二
6

菅
　
　
瞬
吉
一
ご
6

酋
　
晋
一
郎
｝
ご
一
7

｛
轟
圃
空
譲
錦

浦
川
　
源
吾
≡
晶
8

皇
漢
　
ア
総
屯
蕊
8

欝
鷲
　
識
…

譲
嚢
｛
お
賢

田
邊
元
｛
一
℃
青

植
田
　
簿
藏仁

よ

天
風
一
｝
八
章

瞭
O
凶
一
竪
蕊

翼
｝
一
立
干

き
皿
一
三
毛

騨
繭
一
四
四
勅

景
八
一
震
七
〇

窓
お
i
盗
O

嵩
霊
一
頭
量

閉
四
八
一
購
穴
O

憂
一
－
翌
O

糞
一
一
豪
ハ

四
室
f
自
益

帆
ム
晶
i
琶
購

遡
八
八
一
室
二

七
雲
一
七
舜

九
翌
－
墾
八

瓢
豊
！
鉾
き

霞
O
一
髪
二

弩
＝
一
義
蕊
干

瓢
髭
－
瓢
堪

爵
ハ
ー
鉱
毒

蓋
一
一
糞
O

恋
一
一
勤
学

八一

謔
煙
恃
ﾕ

交
七
一
噸
舞

実
蕊
i
始
八
鵠

フ
ィ
ー
ア
カ
ン
レ
の
澱
愈
學
概
念
に

於
け
ろ
二
三
の
間
題

我
が
國
宵
代
の
道
徳
と
儒
教
（
未
完
）

無
明
．
顔
理
論

動
　
く
　
も
　
の

二
葉
科
學
的
心
理
學
と
青
年
教
育
の

墓
礎
的
研
究

デ
ィ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
幕

本
的
な
る
も
の
に
勲
い
て
（
未
完
）

灘
夏
芝
饗
窪
と
蕎
豊
饗
雰
松

’
　
　
噛

モ
ー
グ
の
徳
育
作
規
號
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤

融
禽
と
模
倣
　
　
　
　
　
　
　
銅
藏

諺
離
超
越
察
し
概
念
の
一
駿

朱
子
の
禮
論
に
㈱
す
ろ
…
考
察
　
　
麦
蜜

（
未
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
↑
，
理

カ
ン
》
哲
雄
と
数
日
的
自
然
科
學

　
　
　
　
　
第
十
一
懇

知
蝿
判
臨
に
就
い
て

デ
ィ
ル
4
イ
0
3
心
置
學
的
理
念
の
幕

本
的
な
う
も
の
に
籏
い
て
（
承
離
直
兜
｝

我
が
國
古
代
の
旧
徳
と
回
数
（
承
繭
）

五
十
嵐
　
信

高
橋

手
島
　
碁
盤

西
田
幾
多
郷

小
筆
　
重
藏

檜
崎
淺
太
郎

覇
氷
三
十
鄭

　　｛
　
　
ロ
　
ゆ
　
こ

　
　
こ
陛
9

　
　
｝
蓋
－
o

　
　
コ
勲
1
2

£
藷

　　　
　
一
二
1
1

　
　
二
穴
U

元
麺
一
芸
1
1

猷
典
ご
武
U

　
勇
一
一
六
1
1

正
顯
一
尼
1
2

竣
瑞
ご
七
1
2

　
　
二
唱
1
2

（
大
正
十
五
年
）

　
赤
松
　
晶ん

閨
@
…
一
八
－

欝
藩
講

　
高
橋
　
俊
乗
一
λ
エ

　
　
ご
コ

七
八
七
一
八
…
三

幽
石
一
西
蟹

ご
竜
i
ご
九
四

八
四
六
…
八
七
Q

窒
↑
6
0
六

δ
穴
闘
一
一
〇
八
七

八
窯
一
允
兄

δ
O
舷
一
6
四
六

δ
究
一
一
〇
蛮

δ
八
八
一
＝
δ

コ
ニ
・
…
一
一
孟

一
望
O
…
∴
一
蝋

コ
癸
…
一
蜜
那

ご
窒
一
ご
三
艦

｝一

O
八
…
三
醤

三
鑑
i
三
套

　
一
工
毛

　
サ
…
秦
！
七
七

六
甕
一
美
九

一
〇
究
i
δ
碧

室
一
老



1嚢磁

哲
學
研
究
．
策
　
二
　
百
　
號

デ
ィ
，
ル
タ
イ
の
’
旧
離
丁
的
方
法
ハ
未
謄
処
）

機
械
作
用
と
舞
艦
の
掴
性
ハ
未
完
）

紳
曲
の
倫
理
思
想
及
び
そ
の
組
織

朱
子
の
禮
論
に
踊
す
ろ
、
一
考
察

（
承
薗
）

プ
α
テ
ィ
ノ
ス
と
カ
ン
塾

作
璽
心
理
學
轡
見

証
俗
二
三
の
史
的
砦
、
察

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
と
美
學
（
未
完
）

プ
ロ
テ
ィ
ヌ
ス
の
絶
賛
に
つ
ゼ
て

音
樂
理
論
の
研
究

欝
的
糞
現
の
醤
象
と
し
て
の
悪

　
（
プ
レ
ン
タ
ー
ノ
）

物
酌
及
心
的
現
象
と
感
硯

カ
ン
㍗
に
於
げ
ろ
「
窃
然
し
概
念
の
一

つ
の
意
味
（
承
前
）

場
　
　
　
　
班

デ
ィ
擢
タ
イ
薯
「
誓
學
の
本
質
し
の
邦

課
に
蕊
い
て
の
質
疑

問
の
構
造
…
解
縄
三
曲
研
究
一

　
　
　
　
　
　
號
帰
　
　
　
頁

勝
部
叢
藷
　
無
留
　
騨

大
要
太
講
赤
螺

無
屠
　
正
利
＝
九
2
　
興
Q
l
天
蕊

後
藤
　
俊
瑞
一
知
2
　
天
四
…
一
丁

波
多
野
精
一
＝
九
2
　
嵩
9
一
二
晃

大
脇
　
義
一
一
δ
3
　
蓋
…
晶
一
茜
穴

齋
藤
　
唯
信
一
δ
3
　
一
宍
湘
一
二
券

蕾
婁
…
鰯
駕
糞
　
九

久
松
　
眞
…
二
一
垂
　
議
一
工
蚕
闘

寺
詣
　
克
己
一
三
養
　
釜
筑
一
毫
瞬

三
宅
實
｛
三
孟
騒
口
璽

寒
雲
　
妥
貞
三
謡
5
　
　
穴
九
一
翌
O

高
叛
　
距
慰
一
一
三
5
　
璽
一
i
四
究

西
瞬
幾
多
郎
一
旗
6
　
四
八
灘
…
蹴
益

戸
閃
　
三
郎
コ
詫
6
　
飛
二
一
六
〇
蹴

　
　
　
　
竃
覧
三
購
7
塔
O
一
叢
八

三
木

　
　
　
　
鷺
州
ご
ズ
∬

　
　
　
　
　
　
　
　
6
乃
で
⊥
6
八

一
ニ
ニ

現
象
學
的
弓
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叛
田

畑
翫
澱
一
叢
の
養
」
の
黙

教
育
學
り
性
質
に
つ
吾
て
の
｝
考
察
　
俳
誌

宗
敏
酌
盤
験
の
受
動
的
特
質
　
　
　
　
佐
藤

　
…
特
に
、
ル
ッ
タ
ー
の
騰
騙
…
に
つ
い
て
ー

カ
ン
ト
倫
理
學
に
於
け
る
零
謎
。
鎧
並

に
勺
。
鍵
蜜
一
篇
汗
。
欝
の
概
念
に
つ
い
て

プ
ラ
ト
ン
の
パ
ノ
・
ド
ロ
ス

　
（
ジ
ョ
ン
・
バ
リ
）

携
威
に
就
い
て

形
式
化
と
普
纒
化

販
三
哲
學
の
方
法
に
就
い
て

　
…
西
田
博
士
の
敏
を
乞
ふ
一

E
…
⊥
三
二
B
に
■
つ
い
て

　
　
　
號
鷺

徳
男
三
陶
？

謙
溝
一
喬
7

猷
典
三
瓢
8

繁
彦
三
汎
8

　
梛
岡
謙
十
郎

閃
中
美
知
太
鄭

　
藤
井
健
活
部

本
多
謙
三

左
右
閏
霊
エ
郎

三
一
s

三
混
8

三
六
9

一一

ｳ
9

三
七
－
o

プ
ラ
｝
ン
の
「
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
し
コ
一
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
美
知
太
郎
三
セ
ー
o

l
班
謂
「
第
三
の
人
間
」
と
プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
や
論
…

範
疇
と
し
て
の
窒
間
に
つ
い
て
　
　
　
戸
叛
　
　
潤

藏
齪
知
と
物
自
髄
（
承
前
未
完
）
　
　
欝
邉
　
　
元

静
　
　
　
物
　
　
　
　
　
　
　
鼓
　
常
良

郵
ひ
ン
墓
両
三
．
三
部
論
蕪
一
二

寺
子
屋
趙
言
論
に
つ
い
て
質
疑
　
　
　
高
橋
　
俊
粟

　
　
　
　
　
第
ナ
ニ
憲
　
（
昭
和
二
年
）

　
　
　
頁

穴
究
－
六
突

六
窓

七
9
i
効
孟

要
宍
一
勲
璽

七
翌
一
七
莞

飛
O
一
宍
八

党
三
…
八
瓢
ハ

八
姦
；
八
霊

費
雲
i
九
璽

九
四
鳥
一
夫
八

ノ臼

1露

。

ノe

ノu

19n

M四

ノ㌧　ノL

r一“L－s

ソ【」七

ll　11　lz）le

Q．　〇
三貰實、　　a－

一　　三砿

i　i

oプx“
八
〇
三τ轟

｝ブq
一ヒレ、
StLti向

目
こ二〇
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ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
歴
・
的
理
念
の
幕

本
的
な
る
も
の
に
つ
い
て
ハ
承
前
）

プ
ラ
ト
ン
暫
學
楓
臨
第
「
・
ご
一
部
論

（
承
箭
）

カ
ン
ト
の
音
数
論
に
於
け
る
歴
更
の

問
題
　
附
、
最
高
善
の
演
繹

ペ
ス
タ
ロ
ツ
チ
ー
ど
廿
幽
ハ
稗
門
年
詑
念
祭

ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
の
酸
三
論

ペ
ス
豊
州
ソ
テ
ー
口
無
跡
巡
薦
靴
記

ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
の
乎
紙

寿
子
屋
越
歌
論
に
つ
い
て
答
ふ

緋
読
法
の
論
鰹
（
未
完
）

擾
械
作
用
と
舅
轍
の
綱
性

（
ぷ
箭
未
完
）

左
窮
二
二
酵
士
に
欝
ふ

十
九
世
紀
前
牛
の
佛
蘭
薄
叢
塘
に
於

け
る
三
等
孟
義
の
墜
藩

無
限
に
就
い
て

（
ダ
ヅ
イ
ツ
峯
・
ヒ
ル
バ
ー
ト
）

構
崎
淺
太
郎
一
…
δ
1

菊
難
瀟
図
幅

高
坂
　
疋
顯
三
〇
1

小
西
　
重
薩
　
畳
2

長
田
　
薪
二
釜
2

野
上
　
俊
夫
】
叢
2

有
馬
　
良
治
三
一
2

石
獅
　
　
灘
一
茎
2

墨
元
｛
｝
　
鷲

大
要
太
｛
講

西
爾
幾
多
郎
三
兵
義

下
村
寄
太
鄭
一
荷
4

戒
律
毒
見
秀
臨
写
遺
管
憲
松
本
茎
一
…
玉
露
鰐

融
魯
心
理
的
霜
互
作
期
の
過
程
　
　
　
臼
非
　
二
曲
ご
註
6

哲
學
研
究
組
穏
簸

　
一
一
X

　
充
一
面

爵
八
一
蔦
O
O

　
九
瓢
一
三
六

ご
叢
一
一
四
〇

一
堕
f
一
実

一
七
鵡
一
天
鼠

ズ
凶
1
き
O

二
9
ー
認
識
四

一
三
舷
一
二
四
七

璽
監
一
期
尭

六
9
晶
－
穴
…
弐

謡
O
一
一
量
璽

八
宅
一
八
塁

一
三
九
一
∴
一
空

議
謀
…
弐
無

乗
凪
一
発
近

四
七
七
f
発
七

巽
四
一
穴
9

七
9
一
七
鵡
八

八
癸
－
八
妻

八
聖
一
九
無

風
癸
i
国
兜

奨
Q
…
四
芙

吾
三
…
垂
O

筑一

ｲ
i
蹴
球

ぺ
〃
グ
ソ
ン
に
於
け
ろ
聴
問
と
永
遽

カ
ン
ト
第
三
批
鋼
序
丈
前
回

に
つ
い
て

カ
ン
ト
暫
鳳
㍗
に
僧
於
締
り
る
榊
U
の
虚
在
の

謹
明
穣
撫
と
し
て
の
テ
レ
ナ
ロ
ギ
ー

先
験
倫
理
學
の
概
念
と
其
の
一
問
強

ち
こ
の
教
育

言
　
　
　
　
　
　
語
（
来
降
）

駿
簡
　
三
　
片

行
爲
に
於
け
ろ
純
粋
な
る
も
の

精
憩
分
離
症
の
心
灘
學
的
競
明
原
魏

と
し
て
の
融
三
曲
本
能
鋏
協

祉
二
三
事
象
の
形
式
と
素
材

ピ
　
レ
ポ
ス
樽
棚
と
ア
号
ス
｝
デ
レ
ス
の

形
両
上
學
第
一
牽
第
★
飾
　
（
ヘ
ン

リ
・
ジ
ヤ
ソ
〃
ス
ン
）

噸　唐
ジト　木

津　願

ジξ　鰹

7　　7

穴M画
穴
ノな

ノu

ソ臨
1

i
プ零

勺

淡
野
安
太
郎
薫
七
s

三
二
灘
十
朗
一
三
s

今島墨斑高
村　藤llf・矯

塵
巌

高
鴇

婆
姦
期

正
一
葦
八
9

歓
典
一
棄
9

芳
夫
一
莞
憩

蒋
吉
一
圏
銀

凝
｛
…
器

一
三
｛
繭
韻

第
十
三
憲
（
三
和
三
年
）

龍
樹
哲
學
に
於
け
る
物
自
性
の
問
題

（
中
論
槻
有
無
品
の
研
究
及
解
澱
　
）

史
攣
に
於
け
ろ
渤
表
の
認
識

悪
の
問
題
に
就
い
て

内
槻
論
（
罰
フ
カ
）

先
験
生
成
的
方
法
に
つ
い
て

難
紀
三
幽
　
籍

駕
啓
璽
醐
費

欝
勝
繍
響

一
二
三

雲
苑
一
豊
誠

蜜
内
…
完
八

八
尭
－
八
八
〇

九
茨
f
δ
〇
二

八
ム
…
八
免

発
O
一
八
九
闘

盗
O
；
窄
顔

一
8
幽
－
一
9
撮

一〇

?
一
δ
穴
八

δ
究
一
二
弐

δ
菟
一
お
光
六

一
死
O
一
一
き
蹴

　
一
一
お

宍
七
一
一
八
八

一
磁
ぬ
一
二
八
六

ゴ一

齊
l
蹉

匿
一
八
西

九
Q
i
一
δ

一
夏
一
一
爽
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欝
學
研
究
　
第
　
二
　
脊
　
號

ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
の
勢
作
敏
育
論

通
　
信
　
六
篇

機
械
作
朋
と
胴
縁
の
剛
性

（
傘
寿
未
完
）

方
法
概
念
の
分
析

所
謂
認
識
罫
象
界
の
論
理
的
株
鷺

｝
冨
　
　
　
　
語
（
承
前
）

辮
読
法
の
論
難
ハ
承
前
未
完
）

プ
ラ
ト
ン
に
於
け
る
自
難
と
存
在

a
本
数
育
史
上
の
手
習

ゲ
ン
ト
の
個
人
心
理
學
に
於
け
る

慕
本
概
念

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
倫
理
風
堕
の
如
駅
田
夘

姻
性
の
問
題
と
反
省
的
判
麟
力

カ
ー
ル
・
ビ
ュ
ー
ラ
ー
「
心
理
畢
の

危
擬
」

肖
己
自
今
を
見
る
も
の
に
於
い
て
あ

ろ
勘
所
と
惹
識
の
揚
所

ウ
イ
サ
ア
ム
。
ツ
ェ
イ
ム
ス
の
認
識

論
と
形
瀬
上
學

認
識
の
現
象
學
的
解
明
に
就
い
て

マ
ソ
ク
ス
・
シ
ェ
董
ラ
ア
の
計

戸大伊謀
叛爾膝閏

西
田
幾
多
瑠

高

橋
高　田　中
田　蓬　井

　
　
號
封

　
新
一
璽
．
2

猷
典
一
翌
2

友
太
一
拳
3

戦
漂
3

　
，
－
ご
琶
9

　
　
一
匹
4

鉱
一
一
翌
4

凶

監

）

四三ffi’
喝

風　 ソ自三a　　＿A．噛
畷　　二ニニニ　　八
三ニ　一t3Et／r．　一㎏

｝目　　；
隅　　ノ。瓢　　毘
三9　“ヒ：フ「く　　一丁

二；　皿ノv　　騨葛

二ニ　　ノN

塑　　ノk

i　l

UYT　ジ《

元
｛
鞭
轡
曇
日
蓬
甑

宇
都
宮
仙
太
耶

卦
　
建
　
　
寵
雛

ノ
　
　
ト
「
　
　
犠
マ

高
山
　
三
男

大
脇
　
義
一

西
掛
幾
多
鄭

喪
建
議
響

漣
水
　
敬
二
一
四
八
7

長
調
　
新
一
四
八
7

三
郵
一
奨
5

俊
乗
｛
綴

蛾筒繭鷲

　
　
毬
八
7

八
亀
’

八

七　八勧　 穴
多己箕晃多≧
｝　口　｝
八　ノレ雛　rビ
O　yb　lrwl　一
フ境　匹写ソ』　 八

ジく　　フヤ　∬孔
一ヒ　　一凸　一ヒ
三三　　ノ㌧　一ヒ

j　l　l
“弔　　　ps●　　一冨傅
1、　　　ノ、　　！、
ノ、　　ド㎏　一・
六　　ニユ　’ヒ

就　　一一u蝋　fft，
コペ　　隔」三h．鵠　一
一　　一ヒ。ノ』　四

1　｝目　1
浩＝実棄曇
こ二　　罵ノ㌧o　　　　　　　ノ㌧
　　　ノ～．

一
期
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
號
刃

勉
雛
…
難
の
概
藩
鰯
行
へ
　
蕪
紀
釜
四
奮

籔
．
に
於
け
る
根
源
と
雰
有
撫
智
恵
｛
謙

解
折
論
に
於
け
る
撹
巾
穣
鎌
棄
の
論
　
下
村
苗
太
郎
蕊
0
9

議
に
關
す
る
○
算
O
嬌
窪
（
ざ
戦
の
一
つ
の
批
評

海
　
外
　
題
　
信
　
　
　
　
　
　
　
　
併
読
　
歓
典
誠
0
9

叡
智
的
世
界
　
　
　
　
　
　
　
餌
田
幾
多
郎
蕪
一
1
0

五
十
嵐
講
師
な
悼
む
　
　
　
　
　
　
　
臼
井
　
二
侮
嶽
一
1
0

購
群
遊
騒
籔
の
山
脚
）
魏

ワ
0
肇
テ
￥
ス
の
蓮
脅
つ
小
島
　
　
．

し
暫
　
「　

　
　
　
　
第
十
四
憲
　
（
昭
和
四
年
）

置
磯
的
知
識
　
　
　
　
　
　
　
　
心
葉
幾
多
郎
薫
四
ユ

　
　
　
頁

八
量
一
八
羅

八
盗
－
西
量

九
鶴
一
6
鍵

ゴ
ろ
5
i
一
彗
毛

囲
8
｛
↑
⊥
9
六

6
宅
…
δ
訟
二

一
Ω
重
；
一
一
一
六

コ
四
9
ー
コ
堪

威
彦
r－A一一LN

三猛藷鑑

紀

reL－N

iEf．　Eri．

ユ2111鍛1

ノ㌧一
宇竿

。灘監
一ノ㌧

INノ㌦
3二穴
日

’ヒ2a」

ノ臼瓢

互
ト
ノ
ミ
⊥
、
「
．
ア
ウ
，
ノ
暴
潮
面

ハ
ン
ブ
ル
〃
ゐ
八
墨
・
よ
リ

ア
ミ
エ
ル
の
n
記
の
一
籔

張
滲
蓬
の
二
尊
（
三
一
）

美
意
識
の
灘
底
よ
り
見
由
る

光
及
び
暗

意
志
、
患
部
及
び
直
親

中
世
音
樂
槻
概
蹴
ハ
未
完
）

　
由
良
　
哲
次

飲
濃
田
　
禦
算

　
併
勢
専
一
郎

　
窪
嬬
　
い
景
誠

　
讃
象
　
　
　
閲
」
「
B
．
菱

　
島
　
芳
夫

　
須
永
　
克
己

一
議
ユ

薫
四
1

薫
蝋
2

叢
瓢
2

一
塁
2

黒
磯
2

一
蚤
雲

　
一
…
登

八
訟
一
萎
二

ご
霞
一
一
黒
西

誠
畷
i
一
室

一
六
一
一
1
λ
光

菰
O
；
一
一
蔓

三
勲
…
薫
穴

二
港
…
弐
O



交
學
の
親
系
　
　
　
　
　
　
　
圃

難
簾
羅
三
型
態
普
そ
の
罪

“
本
語
に
同
工
ろ
霧
准
の
理
解
（
完
未
）
和
辻

梵
交
晦
識
二
十
論
和
護
蛇
ぴ
に
註
解

カ
ン
｝
の
櫨
別
｝
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
第
｝

都
と
先
験
的
襯
念
論

「
問
題
」
に
踊
す
る
理
論

實
質
的
債
値
倫
理
墜
の
批
剣
（
未
完
）

数
の
野
象
性

二
つ
の
霞
葉
の
解
罧
に
就
て

實
騒
的
方
法
と
し
て
の
先
験
的
方
法

シ
轟
サ
ン
グ
の
舞
描
出
豹
方
法
に
つ
い

て
（
未
完
）

家
族
結
合
騙
係
の
基
礎

　
－
硯
象
學
酌
試
考
ー

ア
サ
ス
｝
テ
レ
ー
ス
形
両
上
學
に
於

け
ろ
本
質
の
概
念

　　

k
拶
滋
瀦
鱗
聡
三
田
墨
契
警
穴
。
・

重
三
絹
品
の
饗
ぴ
雑
稻
雛
一
二
｛
蘇

　
　
反
省
的
鋼
臨
力
の
封
象
界
　
　
　
　
　
三
下
　
僑
一
一
盛
8

　
　
宗
教
燈
瞼
の
二
様
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